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宮城縣大土森および池月鉱山の亜鉛鉱について
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0n　the　Zinc　Ore　in　Odomori’and　Ikezロki　Mines，Miyagi：Prefec加re

by

Tadao　Hamachi

　　　Zinc－lead　deposits　in　Odomori　and　Ikezuki　mlnes　are　epithermal　veins　in　the　Ter－

tiary　green　tu丘∫ormation　widely4istributed　over　the　imer　zone　of　nortぬeastem　Japan　in

加hich　the　Ikezuki　mipe　contains蹟ecσ▽erable　amomt　of　chalcopyrite。

　　　Chalcopyrite　included　in　sphalerite　shows　often　the　emuls1on　or　orientated　texture

in　both　ores　and　is　richer　especially　near　at　the　veinlet　and　in　larger　grains．

　　・Under　the　microscope，且ne　band　and　zonal　structure　caused　by　variation　of　iron
ド
c
o nte且t　are　generally　seen　in　sphalerite　of　the　Odomori　mine，whiIe　pot　so　widespread　as

that　and　comparatively　unif6rm　and　lighter　color圭n　Ikezuki　lmine．Generally　speak三ng，

spぬalerite　poor　in　iron　displays　a　slight　variation　in　color．

　　　Pyrite　seems　to　have　close　relation　to　the　iron－rich　zone　in　sphalerite，and　small

grains　of　chalcopyrite　in　sphalerite　increase　in　accord　with　iron　content　in　sphalerite。

1．緒　　言

　大土森および池月鉱山は東北日本内帯のいわゆる第三

紀緑色凝灰岩層中に胚胎する浅熱水性裂舞充墳鉱床であ

る。筆者は亜錯鉱の研究の第一歩としてまず上記2鉱山

を含めて，浅熱水性鉱床を取り上げた。これについては

梅本悟技官と協同で研究を行つており，同技官は筆者と

平行して他の3鉱山にづいて調査，研究を行つた。本報’

告では主として両鉱山における閃亜錯鉱の性状について，

記載する。　　　　　　　　　　　　　～

　これら鉱山の位置およびそこに至る最も普通な径路は

次に記す通りである。

　大土森鉱山：　宮城県栗原郡鶯沢町．（5万分の1地形
図、岩ケ崎）　東北本線石越駅→栗原鉄道細倉駅北方2・5

km→鉱山事務所
　池月鉱山：　宮城県栗原郡長崎村（5万分の1地形図：
岩ケ崎）東北本線小牛田駅→陸羽東線池月駅塑塾里

岩ケ崎行．くス契窒停留所酉方1㎏鉱山事務所

2．地質・鉱床の概要

　大土森鉱山および池月鉱山の鉱床はいずれも当地域を

構成する地層の最下部にあたる中新世中部の細倉層中に

＊鉱床部

胚胎している。当地域には北方から文字鉱床（難冠石），

細倉・大土森（錯・亜錯）・池月・松保土（金・銅・錯・

亜錯）等の諸鉱床が帯状に分布している。

　2，1大土森鉱山
　細倉鉱床の北縁にあたり，地質および鉱床はすでに本

所服部技官1）等により昭和27年に調査された・主要鉱

脈は約10条あつて，今回調査の対象としたものは元小・

屋鑓である。元小屋鑓は走向N10。W～NS，傾斜60～

70。W，走向延長400m，傾斜延長110m，’鍾幅0．3～

2．Omで，上部から1番坑～4番坑の4つの水平坑道と

南部では4番坑の下10mまで斜坑が切られている。会

社側の資料では，鉱床のどの範囲の平均品位であるか不

明であるが，この鑓の平均品位としてPb1．00％，Zn

6．00％とされている。元小屋鑓は東側（下盤側）が南か

ら北へ，西側（上盤側）が北から南へ動いた断層運動によ

る勢断裂罐に沿い生成したものと考えられている。

　2．2池月鉱山
　当鉱山附近には緑色凝灰岩層の分布はせまく，石英安

山岩の熔岩および凝灰岩等がこれを被覆して広く分布し

ている。今回調査の対象としたのは現在た黛一つ稼行さ
　　　　めもり
れている女盛坑内の本鑓および前鑓である。

　本鑓および前鍾は平行脈で，走向N70。E，傾斜60～

700N，走向延長は前者400m，後者190m，傾斜延長は
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前者150m，後者90m，鑓幅はいずれも30c血±であ

る。本鑓内には地表から9番坑に至る10本の水平坑道

があつて，地表から5番坑まで（約70憩）はすでに採掘

済みの金鉱帯で、その下部に錯・亜錯および銅鉱帯が分

布する。現在は下部が採掘されている。会社側の資料で

は9番坑の西部の平均品位はZn4．45％，Cu1．95％を

示している・前鐘には土3番坑から下2番坑までの4本

の水平坑道があり，現在は下2番坑の下部のみが採掘さ

れている。錯・亜錯および銅鉱帯では一般に上部に錯，

下部に銅が多い。下2番坑の東半部の平均品位は会社側

の資料ではZn7．19％，Cu3．50％を示している。前

鑓は一部が鑓幅4mに達して塊状を呈し，こxの最上

部では重晶石・石膏および緑錯鉱2）を産出した。

　大土森および池月両鉱山を比較した場合ハ前者には肉

眼的に銅を認められないが，後者には銅が稼行きれるほ

ど多量に産することと，前者には細倉鉱山産と同じと思

われる繊維状亜錯鉱3），あるいは輝安鉱が小量存在する

が，後者では未だ産出したことがないこととが，両鉱山

の鉱床の性状の特徴である。

3．鉱　　石

3．1　一脅隻自勺噸1生畳犬

大土森の鉱脈は石英と黄鉄鉱を主とし，その中に閃亜

錯鉱が方錯鉱を伴なつて脈抹に分布する。肉眼的な閃亜、

錯鉱の色は黄色，褐色，黒色を呈して変化に富み，同一，

標本内でも同一の色を呈しない場合が多いっ一般に褐色

～黒色系統のものが多く，黄色を呈するものは少ない。

黒色を主とするものは2番坑地並の南部附近紀，黄色種

は4番坑地並の西部に多い。すなわち鉱脈の南部の上部

附近から西部の下部附近に向つて黒色→褐色→黄色と変

る傾向が判然とはしないが認められた。また4番坑西部

では，明らかに後期晶出と，思われるものはより淡色であ

り，一般に母岩中に細脈状に入るものはより淡色であ

る。

　池月の鉱脈は大土森に較べて幅が狭く，しかも分岐す

ることが多く，坑道中に数本の細脈が見られることがあ

る。黄銅鉱が多く，時には閃亜錯鉱と密雑する。閃亜錯

鉱は褐色～黒色を呈し，母岩中に細脈状をなすものは黄

色を呈する。た虻天水の作用で輝銅鉱，斑銅鉱等が閃亜

錯鉱の表面ばかりでなく内部にも入ることがしばしばあ

るので，その色が判然としない場含があるが一般に大土

森よりは黄色に近いようである。黄銅鉱閃亜錯、鉱ある　、

いは方錯鉱の規則的な縞状構造はなぐ，前鑓の一部で鉱臼

脈の中心部から外側へ黄銅鉱→閃亜錯鉱→方錯鉱の順に

配列することが認められたにすぎない。

　大土森，池月ともに鉱石鉱物は比較的粗粒で，脈石鉱

物は石英の他に緑泥石および絹雲母が認められ，特に大

土森では絹雲母と思われる粘土脈が石英脈中にあるいは

母岩との境にあつて幅10cmに達することもある。大

土森では方解石が存在するが池月ではない。石英は脈石

’鉱物としては圧倒的に多量であるが，大体3種類に分け

られるoすなわち母岩をとりこんだ部分は0．04mm以

下の最も小さい他形のもの（この部分は絹雲母あるいは

緑泥石が多い），’0。03～0．2mmの大きさの他形を呈し

て鉱石鉱物の大部分を伴なうもの，一番大型でc軸のま

わりに火焔状に細かく波動消光することが多い自形ない

し半自形を呈するものである。

　3．2　おもな随伴鉱物

　3．2．1黄銅鉱

　大土森・池月とも’に細脈状，糸状註1），小粒状あるい

は紡錘状等をなす黄銅鉱が閃亜錯鉱中に一般に見られ

る。

　細脈状のものは池月のものに見られたが，最大幅0．2：

mmにおよび，閃亜錯鉱の周辺部から内部に侵入し，石’

英を時々伴な5。これらは屈曲しながら，また幅の変化

も多いが，全体≧してはある方向に入り，時に断続するα

　糸状のものは幅0．01mm以下で形は直線的である。

糸状のものも細脈状のものも閃亜錯鉱の周辺部の黄銅鉱’

あるいは閃亜錯鉱中の比較的大きい小粒状の黄銅鉱から

分岐することもあるので，これらは閃亜錯鉱中の割目に

そつて後期に入づたものと思われる。

　小粒状のものは大土森・池月ともに普遍的に存在す

るが，一般に大土森の方が多い。大きなものは径018

mmにおよぶものがあり，小さなものは油浸系で辛うじ

て識別できる程度であり，小さなものほど多数である。

大型のものはその排列は不定で判然とした規則性のある

ものは少ないが，0．002mm以下のものは懸滴状に分布

するか，あるいは壁開にそつて規則正しく排列する（第1

図）のが見られる。この小型のものの形は小粒状の他に

紡錘状あるいは短冊状を呈するものがある。閃亜錯鉱全

体に均一に入らずに，ある一部に濃集することがある。

例えば上記の大型粒状のものの周辺部，糸状あるいは細

脈状のものの両側（第2図），あるいは黄銅鉱と閃亜錯鉱

との鏡界附近に，特に後2者の場合はその境界から0。05、

mmの範囲内に多いQ
　黄銅鉱が閃亜錯鉱中に存在することはすでに一艇4知』

られており珍らしいことではないoいままでこれらの生．

成は離溶4）5）6）7）によるものといわれており，その成因に

ついてはこ』では触れない。

　黄銅鉱中の閃亜鉛鉱は池月の1個の研磨片でみられ，

註1）糸状（1i∬ear）の語は細脈獣に較べて細く，直線的に入るものに、、

　ついて使つたo
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　第1図　池月本鑓9番坑西3号採掘場鉱石（No．41）
黄銅鉱中の閃亜鉛鉱の内部に懸滴状に黄銅鉱が分布し，一部は

方向性を持つて排列するo

　　　　Sp：閃亜鉛鉱　Cp：黄銅鉱

最大径0．05mmの他形のものが数個存在する。黄銅鉱

が閃亜錯鉱の周囲に存在する方がその逆の場合より多

いQ

　3．2。2方鉛鉱

　しばしば閃亜錯鉱中に包まれるが，黄銅鉱と較べると

数量ともに非常に少ない。自形を呈するものは大土森が

池月よりも多く前者では多くは径0．02～0．1mmで，

後者ではわずかに1個みられた所では径0。24mmであ

る。また糸状を呈するものは幅0．01mm以下で黄銅鉱

　第2図　池月前樋上2番坑東4号採掘場（No．52）
閃亜鉛鉱中に小脈状をなして入る黄鉄鉱および黄銅鉱・黄鋼鉱

の爾側には懸滴状の黄銅鉱が入るが黄鉄鉱の爾側のものは，黄鉄

鉱か黄銅鉱か識別困難である。

　　　Sp：閃亜鉛鉱　　 Cp：黄銅鉱

　Sp
ゆ。

9難．

Sp

と同様の産状であり，また石英脈が閃亜錯鉱を貫海く

石英細脈中にも伴な5場合がある。閃亜錯鉱が方錯鉱

中謹）に含まれる場合は一艇；少なく径0。03～0．16mm

の他形をなす。

　3．2．3黄鉄鉱

　黄鉄鉱は大土森産・池月産ともに多少の異方性を示L

閃亜錯鉱中にしばしばみられる。小粒状をなすものは稀

ではあるが大土森の3個の研磨片にみられ，径0，05～

0．15mmである。油浸系で見られる程度のものが糸状

め黄鉄鉱の西側に存在するようであるが判然としない。

自形を呈して単独に存在するものは多く，その大きさは

最大径0．6mmに及ぶが，普通0．01～0。1mmであ

　　　　る。糸状あるいは細脈状のものは上記2鉱物と

　　第3図　　大士森元小屋樋4番坑塞卑坑中段樋押，し　（No．22）

閃亜鉛鉱はほとんど無色，その周辺の黄鉄鉱の細粒が含まれる部分が，

褐色の縞となつて蓮績し，さらにこれに挙行な黄色の縞もあるo　しかもそ

れは閃亜鉛鉱と黄鉄鉱あるいは方鉛鉱との境界にほ貸李行である。

Sp；閃亜鉛鉱　P：黄鉄鉱　q＝石英　g：方鉛鉱

全く同様である（第2図）。黄鉄鉱中の閃亜錯鉱

は自形ヴ他形をなし，犬土森では比較的普通に

見られ，その大き’さは最大径0．32mmに達す

る。

　3．3　閃亜鉛鉱中の鉄分

　閃亜錯鉱は一般に（Fe，Zn）Sであらわれ，

その最大の鉄含有量はFe：Znが1＝2に達
する。鉄分の増加とともにその色は白・黄・褐・

黒と変化し，10％以上の鉄を含むものは鉄閃亜

錯鉱と称している。また比重，屈折率8）等の物

理的性質もこれに応じて変化する。今回はた讐『

薄片の顕微鏡観察から鉄成分の比較を定性的に

行つたにすぎないが，2，3の事実を記載する。

　3．3。1　鉄分の変化

　閃亜錯鉱の薄片を観察すると，無色透明に近

いものから，黄色，褐色1黒色を呈し，透明度

註2）方鉛鉱を含む標本が少なかつたのでこの関係は余ゆ

　　確が応はない。
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　　　図版1　大土森元小屋鋤2番坑北（No．18）

閃亜鉛鉱巾の微細な色の礎化がみられる。閃亜鉛鉱中にみられる黒

色部は，黄鉄鉱ではなく濃褐色を呈するものである。

　S：閃亜鉛鉱　Pご黄鉄鉱　Q：石英

図版2大土森殆小屋樋1番坑北向き（No．21）

S：閃亜鉛鉱　P：黄鉄鉱　Q：石英（下部の白い部分）・・㌃嘉

の低いものまである・色および透明度は薄片の厚さによ

り多少変化するが，鏡下の普通の観察註3）の際は，この

影響はほとんど無視しうるものであり，色の変化は主と

して鉄分註4）によるものと考えられるQ

大土森のものでは黄色～褐色が多く，しかも色の変化

が著Lい。すなわち鉄分に富むものが細かい縞状に配列

したり，あるいは累帯構造を示しており（図版1・2），特

　註3）　フオトマルテイプライヤー等による糖密測定の際は考慮の必要

　　があるカ、もしれないo
　註4）　最近戸刈氏により閃亜鉛鉱の色の攣化は遊離硫黄の存在による

　　ものであり，透明度（～）の鍵化は鉄分によるものとされている。し

　　カ’し2つの資料の吸牧指轍から筆者が計算したところでは，鉄分

　　が多いものはc－lineに富んだ色を示し，鉄分の少ないものより
　　曙色になる。漢牝一般に厚さの増茄とともに曙色になゆ，その色

　　の特徴が強調されるo

にこれは肉眼的に黒色のものに多く，黄色のものでは見、

られない。池月ではこのような縞模様は一般に少なく比

較的均一なものが多い。

累帯構造には明瞭な規則性はなく，同一薄片内に隣接

した閃亜錯鉱でも中心部から外側への変化は異なつてい

る（図版1）ことがある。また同一薄片内でも累帯構造を　．

示すものと全く示さないものが見られるので，鉄分の分

布には明らかな規則性はないようである。両鉱山の閃亜・

鉛鉱を飽和KMnO4溶液＋濃H2SO4で構造腐蝕すると

双晶を現わすのが普通で，時にはみごとな聚片双晶が見

られる。このようにして現われた双晶は鉄分の分布とは

無関係である。

　3．3．2閃亜鉛鉱中の鉄分と随伴鉱物との関係
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第4図　　大土森元小屋鑓二番坑南一段カケ（煎o．16）

　閃亜鉛鉱中の縞はさらに後期の黄鉄鉱を伴なう

　石英細脈にょり切られている。

Sp：閃亜鉛鉱　P：黄鉄鉱　q：石英

　閃亜錯鉱は他の不透明鉱物を伴なわないでも褐色の縞

’をあらわすことがある反面，黄鉄鉱を伴なつていても褐

・色にならない場合があるので，閃亜錯鉱中の鉄は随伴鉱

一物による直接の影響はうけていないようである・しかし

黄鉄鉱を中心にしてほ黛その形にしたがつてあたかもリ

ーゼガソグ状の縞を形成することがあり，また第3図に

．見られるように黄鉄鉱が閃亜錯鉱中に入つた部分に限つ

』て鉄に富む部分が縞状に入つて褐色を呈することがあ

り，黄鉄鉱は閃亜鍛鉱中の鉄分に関係がある場合もあ

るo

　黄銅鉱と閃亜錯鉱中の鉄分との関係は，一般に鉄分が

多いものほど，懸滴状の黄銅鉱が多い傾向があるが，研

二磨薄片の観察によれば，黄鉄鉱の場合と異なり，閃亜錯

〔鉱中の鉄分に富む縞状部に黄銅鉱がかならずしも多くは

ない。

　閃亜錯鉱はしばしば石英の細脈により切られるが，こ

の際第4図に示されるよ5に色の縞は石英脈に関係なく

、連続する。これは閃亜錯鉱中の鉄分はこのような石英細

、脈の生成以前にすでに生成されていたととを示してい

．る。

4．稼行現況

4．1大土森鉱山
・鉱業権者：倉敷鉱業株式会杜

＝最近の粗鉱生産量＝

　　　　　鉱量（t）　　Zn（％）　　Pb（％）

　昭和25年　　27，596　　4．2　　0．5
　　26年　　56，920　　3．5　　0．8

　　27年　102，999　　4．1　　0．7

選鉱処理能力；500t／日

従業員：約400名

4．2池月鉱山
鉱業権者：　三和鉱業株式会社

最近の粗鉱生産量：

昭和26年　粗鉱量4，271t，Zn％6．O　Pb％2．1

昭和27年、銅粗鉱量6，635t，Cu％0．5

　　　　亜錯粗鉱量9，141tl　Zn％2．5

　　　　錯乗且鉱量5，904t，Pb％0．1

た黛し各粗鉱量が異なるのは手選のみの鉱石があるか

らである。現在錯の浮選は行つていない。

選鉱処理能力：　50t1日1

従業員：　約150名

5．結　語

1）大土森は鉱石鉱物としては方錯鉱・閃亜錯鉱を主

とし肉眼的な黄銅鉱は少ないが，池月では，方錯鉱・閃

亜錯鉱および黄銅鉱よりなり，方錯鉱は前者に較べて少

ない。

．2）閃亜錯鉱と黄銅鉱との関係は他のどの鉱物よりも

緊密な随伴関係がある。すなわち，閃亜錯鉱中に黄銅鉱

は普通に含まれるが池月よりも大土森の方に多い。その

入り方は細かいものほど数が多く，懸滴状あるいは定方

位に入り，油浸系で見られる程度のものは特に細脈状の

黄銅鉱の附近あるいは閃亜錯鉱に接する黄銅鉱との境附

近をこ多ヤ、ことカ§あるQ
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　3）鉄分は閃亜錯鉱中の部分によって異なり，鉄分の

差による細かい縞あるいは累帯構造を示し，特に大土森

でほ普通に見られる。これに反して池月ではあまり見ら

れない。以上のような縞状の組織が著しいものは一般に

鉄分が多く，これを欠くものは鉄分が少ないことが認め

られる。また縞状組織における成分の変化は同一薄片中

の結晶粒相互の間にも共通性はない。また1個の閃亜錯

鉱中の方位を異にする双晶と推定される部分に関係なく

鉄分は変化する。

　4）黄鉄鉱と閃亜錯鉱中の鉄分は無関係の場合もある

が，関係がある場合もある。また閃亜錯鉱中の微細な懸

滴状黄銅鉱の賦存頻度は閃亜錯鉱中の鉄分の多少と一致・

する傾向があるが，正確には，鉄分の多い縞に多いとは

、限らない。鉄分による縞はその閃亜錯鉱の割目に入つた

石英細脈によつて切られているので，その生成は石英細

脈よりは前であろう。

　5）今回は閃亜錯鉱中の鉄分については全く定性的に

取扱つた。薄片中の閃亜錯鉱の鉄分を定量的に決定する

には光電計を使用するのが最も良いと考えられるが，こ

れにも多大の困難がある。すなわち，同一薄片内の同一

の閃亜錯鉱でもその厚さは磨きの際に両面とも部分的に

凹凸ができて，ある程度の差が出ることと，おそらく均

一なものや微小な包有物のないものがないので，標準試

料そのものからある程度の誤差が出るごとが予想される

ので，実際に測定した結果が相当の誤差を持つてくるで

あろう。　　　　　　　　　　（昭和28年9月調査）
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